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波照間島方言のアクセント体系
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Abstract

１

ThispaperattemptstoshowthattheJapanesedialectsinHatemmajimaaretone‐

laI1guageswhichhave2typesofpitch-pattemontheirprosodicalunitandarenotpitch-
accentlanguagesliketheTokyo-dialectastheyhavebeengenerallyregarded，Ｗｅｃａｎ

ｆｉｎｄｏｕｔｔｈｅｓａｍｅｆａｃｔｏｎｔｈｅｄｉalectofShirahohamletinIshigakijima-thehamlet

knowntohavebeensettledbyaforcedimmlgrationfmmHaterumajimainthel8thcen‐

tury．
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０．はじめに

０－１本稿は，波照間島（沖縄県八重山郡竹富町）南方言．石垣島（同県石垣市）白保方

言のアクセント')について生成アクセント論的観点から考察し，それらが２型2)の体系を持つ

ものである旨明らかにせんとするものである。これは，筆者がこの数年行なってきた一連の

考察＝琉球諸方言が基本的に全てく、型アクセント体系＞を持つ旨明らかにしようとの＝に

連なるものである。

両方言のうち，前者は日本最南端の方言として南方と関わり如何が注目されているもので

あり，後者は'8世紀に波照間島住民の強制移住により成立したもので，比較方言学的観点か

ら前者との異同3)が注目されるものである。

琉球西部の諸方言、即ちいわゆる先島諸方言は，与那国島方言を除けば一般に無声子音の
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出気が強い'性格＝「有気化傾向」＝を持ち、琉球東部の喜界島・奄美大島・徳之島等の諸方

言が喉頭化音の発達に伴なう「無気化傾向」を持つのと実に対照的である。その性格によって、

無声子音に続く母音（さらには，それに続く鼻音・弾き音まで）が無声化されるほどであるが，

その結果，調値を担うものとしての語形に不安定さを生じ，琉球東部諸方言よりもさらに進

んだ調値変化→調値の多様化と調類区別の簡素化を招くこととなっいる。両方言についても，

それらのことがらは明確に認められる。

０－２本稿を成すに際して，以下の方々に話者として御協力頂いた。勝連文雄（1917生．

波照間島南在住）／米盛一雄（1911生・白保在住）・大道正昇（1901生・同)。

1．波照間島南方言のアクセント

１－１波照間島南方言はモーラ方言で，次のようなアクセント体系を持つ4)。

(_)○○○○○～○○○○○○、

○○○～●○○○、

〔)●○○～Ｏ●００，

○○○○～ＯＯＯＯＤ
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○○○○～○○○○じ

甚だ多様な異調値が現われる体系であり，その全てを上表に示すことはできない｡詳しくは，

別表１を参照されたい5)が，残余の調値を含め，調類～調値の関係規定はほぼ次のように立て

られる。

ａ類：語句の第１モーラ高。３モーラ以上の語で第１モーラ母音が無声化している場合は、

第２モーラ高。

ｂ類：語句の全モーラ低，または，末尾モーラ高（後者の付属語接続句形については，「語．
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｡○醗○～〃

ｑ
》

句の末尾モーラともに高」でも可)。

※南方言では,多くの語について,沖永良部島方言等と同様,本来一ＣＶであるはずの語末モー

ラを引き－ＣＶＶとする現象が見られる（上表各欄二段以下に後者のかたちを示す)◎これ

は,現在,下記のようなアクセント変化が起きつつあるのに伴なって生じたものと見られる。

それらの語が，付属語・付属形式の接続したかたち（＝被覆形）で－ＣＶとなる事実は，

その見方を裏付ける有力な一証と云えよう。

ａ類：○…●＞●○…○（ほぼ完了）／ｂ類：○…●＞○…○

※弁別対minimalpairsは，次のように認められる。

ａ類●○～●○ｐ牛［ｕｓｌｂ類○○～○○、日

名［naN］波

石［isl息

米［ｍｅx］前

櫛［hutsョ○●～○○陰口

なお，ｂ類○○～○○Ｄと同○●～○○慢とについても，或るいは弁別対かと思わせる次

のような例が存在するが，そのように認めるには問題が有る。

○○～ ○ ○ Ｄ 肉 ［ s ｉ ｓ ｌ○●～○○伊煤

（｢煤」の方に島外語よりの最近の借入ではないかとの疑いが有り，話者がその語形・調値

に自信を持てない｡）

他は，いずれも，多少とも調値以外の弁別要素を持つものである。 」

〃

ｂ類

〃
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2．石垣島白保方言のアクセント
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２－１白保方言もやはりモーラ方言であり，上記のようなアクセント体系を持つ4)。

これもまた，多様な異調値が現われる体系であり，その全てを上表に示すことはできない。

詳しくは，別表２を参照されたい5)。調類～調値の関係規定は，ほぼ次のように立てられる6)。

ａ類：語句の第１モーラ高（２モーラ以上の語では，「語の第１モーラ・末尾モーラ高→句

の第１モーラ高」とも)。

ｂ類：語句の全モーラ低（｢語の末尾モーラ高→句の全一ラ低」とも)。

※白保方言でも，多くの語について，本来一ＣＶであるはずの語末モーラを引き－ＣＶＶと

する現象が見られる（上表各欄二段以下に後者のかたちを示す)。その背景については，上

記南方言の場合と全く同様に考えることができる。

※白保方言では，ｌモーラ語について１型化が起こっており，ｂ類の語例を見出だすことが

できない。

※弁別対minimalpairsは，次のように認められる。

｛putso▼］ａ類●○ ～ ● ○ 、 、 星 ｂ 類 ○●～○○、、へそ

このほかに，

牛［usi｝ ｛u９１○○～○○Ｄ，日

綿［bata▽］ Ibatal腹

といった例が見出だされるが，いずれも，厳密な意味で弁別対と認められるものではない。

この弁別対の少なさは，１モーラ語のｌ型化とならんで，ａ．ｂ両類の区別が次第に暖昧

化しつつあることを示すものであろう。

３ ．まとめ

３－１１．２より，波照間島南方言・石垣島白保方言が２型アクセントの方言であること

は明らかである7)。

３－２なお，平山輝男ほか1966に見える波照問島北方言のアクセント体系と比較してみる

と該方言と両方言との間に次のような系譜関係を認めることができる。
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北方 言 南 方 言 白 保 方 言

ａ類○○～○○Ｄ→●○～●○、→●○～●○ＤＤ

ｂ類○●～○○勝→○●～○○>→○●～○○，ｐ

○○～○○Ｄ○○～○○じじ

【注１

１．「音調」ないし「語声調」と称するのが適当であろうが，暫く慣用に従う。以下同様。

２．調類と称するのが適当であろうが，暫く憤用に従う。以下同様。

３．本稿では，アクセント体系の実態と系譜関係についてのみそうした考察を行ない，語形

その他については別稿に譲る。

４．（）を付した調値は，今回の調査では確認することができなかった。

５．今回は，紙幅の関係上，名詞の調値のみ示し，他については全て別稿に譲る。

６．なお，ａ．ｂ両類の語若干が「語の末尾から２番目のモーラも高，または，該モーラ・

末尾モーラも高」の調値を取ることが有る（南方言にも同様の傾向有り)。調値の変化に

関わるものと思われるが，なお精査を期したいと思う。

７．石垣島白保方言については，２型から１型へ移行しつつあるとするのが，さらに的確な

把え方であろう。平安時代末期中央語の調類区別と比較してみた場合，琉球東部諸方言

ほどきれいな対応を見せないのは，その結果と思われる。
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別表１：波照間島南方言のアクセント
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